
【感染症発生動向調査事業から】 
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 川崎市では、Ａ型インフルエンザ、Ｂ型インフルエンザ及び新型コロナウイ
ルス感染症のリアルタイムサーベイランスを実施しています。 

インフルエンザは１２月中旬にＡ型の報告数が急増し、下旬にピークを迎え
た後減少しました。現在も主流はＡ型ですが、年始以降はＢ型の報告もみられ
ており、年末以降に当研究所に搬入された検体からもＢ型が検出されていま
す。また、新型コロナウイルス感染症の報告数も年明け以降減少していました
が、現在は横ばいで推移しています。 
 いずれの疾患も年末年始の影響で増減がみられますが、流行は継続していま
す。発熱や倦怠感等の症状が強い場合は早めの受診を検討しましょう。 

今、何の病気が流行しているか！ 

第２週報告数第１位 

令和７年１月６日（月）～令和７年１月１２日（日）〔令和７年第２週〕の感染症発生状況 

第２週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃腸炎 ３）新型コロナウイルス感染症でした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は２８．１８人と前週（２７．７３人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は４．７３人と前週（１．３２人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は３．９７人と前週（３．０４人）から横ばいでした。 

第２週報告数第３位 

第２週報告数第２位 
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インフルエンザと新型コロナウイルス感染症の流行の現状 

川崎市における新型コロナウイルス感染症及びインフルエンザの
リアルタイムサーベイランス医療機関当たり報告数推移 

（令和６年９月１日～令和７年１月１４日診断分） 

川崎市感染症情報発信システム（KIDSS）（令和７年１月１５日１０時時点） 

川崎市におけるインフルエンザウイルス検出状況 
－令和６年第１週～令和７年第２週－ 

令和７年１月１５日結果判明分まで 
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